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暑
さ
を
避
け
よ
う！
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熱
中
症
は
予
防
が
大
切

西防火協力会
だより

西防火協力会
だより

2020.3月31日発行

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
火
災
の
特
徴

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
火
災
の
特
徴

な
ぜ
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
は
燃
え
る
の
か

な
ぜ
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
は
燃
え
る
の
か

避
難
・
誘
導
訓
練

避
難
・
誘
導
訓
練

発
火
さ
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト

発
火
さ
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト

・ 令和二年 新春恒例消防出初式
・ 令和元年度 東大阪市消防表彰式
・ わが社の防火（近畿車輛株式会社）
・ 郵便局とのコラボレーション
・ 文化財防火訓練の実施
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【
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
し
た
】

　
1
月
12
日（
日
）、
花
園
中
央
公
園

で
東
大
阪
市
消
防
出
初
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
令
和
に
な
っ
て
初
の
開
催
と
な
り
、

新
た
な
時
代
の
幕
開
け
に
相
応
し
い

素
晴
ら
し
い
出
初
式
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
毎
年
好
評
の
カ
ラ
ー

放
水
や
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
着
陸

も
予
定
通
り
行
わ
れ
、
ま
た
、
子
ど

も
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
に

も
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
消
防
局
で
は
昨
年
局
是
に
制
定
し

た「
市
民
生
活
の
安
全
確
保
」の
基
本

理
念
の
も
と
、
更
な
る
消
防
力
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、猛
暑
が
影
響
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
発

火
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。こ
の
低

圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
で
す
が
、３
相
200

Ｖ（
通
称
動
力
）の
モ
ー
タ
ー
を
使
用

し
た
機
器（
工
作
機
械
、業
務
用
冷
蔵

庫
、コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
等
）の
電
気
回

路
に
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、東
大

阪
市
は
町
工
場
が
多
い
た
め
低
圧
進

相
コ
ン
デ
ン
サ
を
使
用
し
て
い
る
事

業
所
は
相
当
あ
り
ま
す
。今
回
は
、低

圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
火
災
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

①
気
温
が
高
く
な
る
夏
場
に
多
く
発

生
す
る
。

②
電
気
機
器
の
使
用
中
よ
り
も
終
業

後
な
ど
電
気
機
器
を
使
用
せ
ず
に

回
路
に
通
電
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態

で
多
く
発
生
す
る
。こ
の
こ
と
に

よ
り
発
見
が
遅
れ
、延
焼
拡
大
す

る
危
険
が
高
い
。

③
内
部
に
絶
縁
油（
可
燃
性
）が
入
っ

て
い
る
た
め
激
し
く
火
炎
を
噴
出

す
る
場
合
が
あ
る
。

　
主
な
原
因
は
、「
経
年
劣
化
」で
す
。

特
に
昭
和
50
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た

も
の
は
、事
故
を
防
止
す
る
保
安
装
置

が
内
蔵
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。火
災
に
至

令
和
元
年
度 

東
大
阪
市
消
防
表
彰
式
（
西
地
区
消
防
表
彰
者
）

□
優
良
防
火
管
理
事
業
所

　
㈱
み
ず
ほ
銀
行 

東
大
阪
支
店

□
優
良
危
険
物
取
扱
事
業
所

　
㈱
フ
セ
ラ
シ

□
優
良
防
火
管
理
者
（
消
防
局
長
表
彰
）

　
野
々
村
光
博
（
井
藤
漢
方
製
薬
㈱
本
社
ビ
ル 

　
　
　
　
　
　
常
務
取
締
役 

経
営
管
理
本
部 

　
　
　
　
　
　
本
部
長
）

□
優
良
危
険
物
取
扱
者
（
消
防
局
長
表
彰
）

　
佐
野
嘉
則
（
山
本
光
学
㈱  

品
質
本
部 

　
　
　
　
　
　
品
質
保
証
課 

課
長
代
理
）

□
消
防
協
力
者
（
消
防
局
長
表
彰
）

　
藤
田
宗
男
（
西
防
火
協
力
会
常
任
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　《 

㈱

伸

光

商

会 

》

　
阪
口
　
保
（
西
防
火
協
力
会
常
任
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　《 

日
本
理
化
学
工
業
㈱ 

》  

　
小
泉
八
郎
（
西
防
火
協
力
会
常
任
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　《 

大

阪

銘

板

㈱ 

》

　
片
山
洋
一
（
西
防
火
協
力
会
危
険
物
安
全

　
　
　
　
　
　
　
部
会
幹
事
）

　
　
　
　
　
　
　《 

ヒ
ヨ
コ
ペ
イ
ン
ト
㈱ 

》

　
溝
口
哲
郎
（
西
防
火
協
力
会
危
険
物
安
全

　
　
　
　
　
　
　
部
会
幹
事
）

　
　
　
　
　
　
　《 

溝
口
茂
商
事
㈱ 

》

　
山
下
小
夜
子
（
八
戸
ノ
里
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
書
記
）

　
斎
藤
秋
子
（
八
戸
ノ
里
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
書
記
）

青
山
範
子
（
八
戸
ノ
里
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
会
員
）

　
駒
井
素
子
（
森
河
内
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
副
会
長
）

　
３
月
の
消
防
記
念
日
の
行
事
と
し

て
、
火
災
予
防
な
ど
の
功
労
が
認
め

ら
れ
る
個
人
、
団
体
を
表
彰
す
る
と

共
に
、
消
防
職
員
・
団
員
を
賞
し
て

士
気
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
消

防
表
彰
式
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
３
月
１
日（
日
）に
消
防

局
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
東
大
阪
市
消
防
表
彰

式
が
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
に
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
西
消
防
署
管
内
の
表
彰

事
業
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
二
年 

消
防
出
初
式

編
集
後
記

※受講案内及び申込用紙は一般財団法人日本防火・防災協会のホームページからダウンロードするか、東大阪市内の各消防署（東消防署・中消防署・西消防署）に置いております。　
※申し込みについては、一般財団法人大阪府消防防災協会へFAX送信または窓口への持参による申し込みとなります。
※申請期間内であっても、定員に達し次第、締め切ります。

講習会種別 講 習 月 日 申 請 期 間 募集人数受　講　料 講 習 会 場

甲種乙種併催

防火管理新規講習

甲種乙種併催
防火管理新規講習

甲種
防火管理（再）講習

6月23日㈫・24日㈬ 5月12日㈫～5月19日㈫

東大阪市
文化創造館

8,000円
7,000円 100人

99人

99人

99人

99人

令和2年

3月25日㈭・26日㈮
令和3年 令和3年

（乙種）
（甲種）

8月20日㈭・21日㈮ 7月 9日㈭～7月16日㈭ 8,000円
7,000円

（乙種）
（甲種）

10月27日㈫ 9月15日㈫～9月22日㈫ 7,000円

12月17日㈭・18日㈮ 11月 5日㈭～11月12日㈭ 8,000円
7,000円

（乙種）
（甲種）

防火防災管理新規講習 2月 9日㈫～2月16日㈫ 10,000円

　今
回
は
、
2
月
を
中
心
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
猛
威
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
延

期
や
中
止
に
な
り
小
生
も
原
稿
に
事
欠
き
、

皆
様
に
は
読
み
づ
ら
い
内
容
に
な
っ
て
し

ま
い
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
近
畿
車
両
㈱
様

か
ら
の
「
わ
が
社
の
防
火
」
に
は
、
目
新

し
い
記
事
に
な
っ
た
か
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　取
材
中
に
、
あ
る
職
員
か
ら
食
糧
危

機
の
解
決
に
昆
虫
類
を
食
材
に
す
る

「
昆
虫
食
」
に
つ
い
て
、
耳
に
し
ま
し
た

の
で
少
し
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　国
連
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
）
が

2
0
1
3
年
に
世
界
の
食
糧
危
機
の
解

決
策
と
し
て
取
上
げ
て
以
来
、
本
市
の

東
大
阪
大
学
短
期
大
学
部
松
井
欣
也
教

授
が
災
害
時
に
お
け
る
栄
養
管
理
と
し

て
昆
虫
食
の
可
能
性
を
唱
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　パ
ン
な
ど
の
非
常
食
だ
け
で
は
、
ビ
タ

ミ
ン
や
た
ん
ぱ
く
質
が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
問
題
点
か
ら
、
高
た
ん
ぱ
く
で
他
の

栄
養
素
も
摂
れ
る
昆
虫
を
利
用
で
き
な

い
か
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
折
、

テ
レ
ビ
で
も
昆
虫
食
を
取
り
上
げ
た
番

組
が
あ
り
、
素
人
の
若
い
女
性
の
方
が
、

ヘ
ラ
ク
レ
ス
と
い
う
カ
ブ
ト
ム
シ
を
火
で
あ

ぶ
っ
て
さ
も
お
い
し
そ
う
に
食
し
て
い
ま

し
た
。

　近
い
将
来
の
人
口
増
に
よ
る
食
の
危

機
に
対
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
取

組
ま
れ
て
い
る
の
だ
な
あ
と
感
心
し
た

次
第
で
す
。

　現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
近
々
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
こ
の

「
防
火
協
力
会
だ
よ
り
」
も
そ
れ
に
ア
ッ

プ
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と
、
淡
い

期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　そ
れ
で
は
、
お
身
体
に
お
気
を
つ
け
ら

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
編
集
後
記
と

し
ま
す
。

　
熱
中
症
は
、
症
状
が
重
く
な
る
と

命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
病
気
で
す

が
、
適
切
な
予
防
を
す
れ
ば
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
熱
中
症
の
予
防
に

は
、「
水
分
補
給
」
と
「
暑
さ
を
避
け

る
こ
と
」が
大
切
で
す
！

　

 

熱
中
症
の
予
防
法

【
水
分
・
塩
分
補
給
】

　
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
を
補
給
し

ま
し
ょ
う
。

【
体
調
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
】

　
こ
ま
め
に
体
温
を
測
定
し
ま
し
ょ

う
。
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速
乾
の

衣
服
を
着
用
し
た
り
、
保
冷
剤
、
氷
、

冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
を
利
用
し
体
を

冷
却
し
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
に
な
り
に
く
い
室
内
環
境
】

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
温
度

調
整
を
し
て
室
温
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
ま
め
な
換
気
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
、

す
だ
れ
、
打
ち
水
な
ど
を
利
用
し
、
熱

中
症
に
な
り
に
く
い
環
境
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

【
外
出
時
の
準
備
】

　
日
傘
や
帽
子
を
利
用
し
た
り
、
通

気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速
乾
の
衣
服
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、日
陰
を
利

用
し
、こ
ま

め
な
水
分
補

給
と
休
憩
を

と
り
ま
し
ょ

う
。

水
分
補
給
し

　 

暑
さ
を
避
け
よ
う！

熱
中
症
は
予
防
が
大
切

る
経
過
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
経
年
劣
化
し
て

い
た
も
の
が
高

い
気
温
等
で
よ

り
劣
化
が
進
み
、

絶
縁
不
良
を
起

こ
す
。

②
内
部
の
温
度
が

上
昇
し
絶
縁
油
が
気
化
、内
圧
が

上
が
り
容
器
が
破
損
す
る
。

③
破
損
に
伴
い
内
部
で
発
生
し
た
電

気
火
花
が
噴
出
し
た
絶
縁
油（
気

体
）に
着
火
す
る
。

④
激
し
く
炎
を
噴
き
周
辺
に
延
焼
す
る
。

　
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
は
、東
大
阪

市
内
で
多
く
の
事
業
所
が
使
っ
て
い

ま
す
。工
場
な
ど
で
低
圧
進
相
コ
ン
デ

ン
サ
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、次
の

点
に
つ
い
て
注
意
し
て
く
だ
い
。

①
コ
ン
デ
ン
サ
に
変
形
や
液
漏
れ
、

異
臭
が
す
る
な
ど
の
異
常
を
感
じ

れ
ば
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
て
手
元

開
閉
器
や
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
。

②
昭
和
50
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た
も

の
は
事
故
が
多
い
た
め
早
急
に
交

換
す
る
。

③
昭
和
50
年
以
降
に
製
造
さ
れ
た
も

の
で
も
定
期
的
に
点
検
し
交
換
す

る
。（
10
年
目
安
の
交
換
推
奨
）

④
工
作
機
械
な
ど
を
使
用
し
な
い
と

き
は
手
元
開
閉
器

や
ブ
レ
ー
カ
ー
で

電
気
を
切
り
、コ

ン
デ
ン
サ
に
通
電

さ
せ
た
ま
ま
放
置

し
な
い
。

【発　　行】

西 防 火 協 力 会
（東大阪市西消防署内）
ＴＥＬ　06-6788-7198
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文
化
財
防
火
訓
練

1+1運動
実施中

　寒さの続く２月末に、生駒山において山火事に備えた大規模な
林野火災訓練が行われました。

1 目　　的　山林内で発生する火災に対し、迅速かつ的確な警防
活動を展開するため、実災害に即した訓練を実施し、
部隊運用と消火技術の習熟を行うとともに、市民の
防火意識の高揚に資することを目的とする。

2 日　　時　令和２年２月28日㈮ 10時00分から12時00分まで
3 場　　所　上四条町1852　客坊谷ハイキングコース付近
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林野火災訓練を実施しました

　
令
和
２
年
１
月
22
日
（
水
）、
吉

田
春
日
神
社
で
文
化
財
防
火
デ
ー

に
伴
う
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
吉
田
春
日
神
社
は
大
阪
府
の
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
東
大
阪

市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
の
近
く
に
あ

る
こ
と
か
ら
「
ラ
グ
ビ
ー
神
社
」

と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
で
は
、
神
社
北
側
の
小
宮

か
ら
出
火
し
て
隣
接
す
る
林
や
本

殿
に
延
焼
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
拝

殿
に
お
い
て
は
文
化
財
を
守
ろ
う

と
し
た
神
社
関
係
者
２
名
が
逃
げ

遅
れ
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
消
防
関
係
者
以
外
の
者
の
目

線
で
制
作
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
消
防
職
員
を
目
指
す
若
者
へ

の
ア
ピ
ー
ル
や
市
民
へ
与
え
る

消
防
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
わ
か

り
や
す
く
表
現
す
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
構
成
、
撮
影
、
編
集

な
ど
は
す
べ
て
就
職
を
控
え
た

大
学
生
が
手
掛
け
、
若
者
の
目
線

で
「
消
防
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と

と
も
に
、
説
明
書
き
や
文
字
の
な

い
心
に
訴
え
る
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
を

わ
が
社
の

防
火

近
畿
車
輛
株
式
会
社

　
日
頃
よ
り
、地
域
の
皆
様
方
に
は

格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。ま
た
、西
防
火
協
力
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、常
日
頃
か
ら
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
、改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。さ
て
、今
回

「
わ
が
社
の
防
火
」と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
皆
様
な
ら
び
に
会
員
の
方
に
、

貴
重
な
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、

ま
ず
は
当
社
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
、僭
越
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
当
社

の
防
火
に
関
す
る
取
り
組
み
を
少
し

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　   

　

 

会
社
紹
介 

　
当
社
は
、今
年
２
０
２

０
年
12
月
に
創
業
100
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　
１
９
２
０
年
に
尼
崎
の

地
に
て「
田
中
車
輛
工
場
」

と
し
て
創
業
し
、１
９
２

４
年
に
は
京
橋
に
移
転
し
て
各
種
鉄

道
車
両
の
製
作
に
従
事
し
ま
し
た
。そ

の
後
、１
９
３
８
年
に
現
在
の
地
で
あ

る
東
大
阪
の
徳
庵
に
工
場
を
移
し
、１

９
４
５
年
に
は
近
畿
車
輛
株
式
会
社

と
な
り
、現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
徳
庵
工
場
は
、敷
地
面
積
は

甲
子
園
球
場
の
約
４
倍
の
17
万
４
千

平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、従
業
員
は
約

千
名
に
て
、国
内
向
け
に
新
幹
線
を

は
じ
め
、各
社
向
け
の
特
急
電
車
・
通

勤
電
車
・
地
下
鉄
電
車
を
製
造
す
る

の
み
な
ら
ず
、北
米
・
中
近
東
そ
し
て

ア
ジ
ア
地
域
に
各
種
メ
ト
ロ
向
け
車

 

　
　当
社
で
の
取
り
組
み

　
火
災
を
出
さ
な
い
、
そ
し
て
万
が

一
の
火
災
に
備
え
た
防
火
体
制
を
日

頃
か
ら
整
え
て
お
く
こ
と
は
、
事
業

の
継
続
に
お
い
て
大
変
重
要
な
課
題

で
す
。
当
社
に
お
い
て
も
、
車
両
の

製
造
に
お
い
て
塗
料
・
接
着
剤
あ
る

い
は
高
圧
ガ
ス
と
い
っ
た
危
険
物
を

扱
い
ま
す
の
で
、
そ
の
災
害
防
止
達

成
の
た
め
に
防
火
協
力
会
の
部
会
で

あ
る
危
険
物
安
全
部
会
に
も
所
属
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
成
果
等
も
踏

ま
え
、
当
社
で
は
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
）
を
適
応
の
上
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
し
、
危
険
物
に
よ
る
災
害
防
止
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
防
火
に
つ
い
て
は
、
自
衛

消
防
隊
を
組
織
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
習
熟
な
ら
び
に
技
能
向
上
の
た

め
に
西
自
衛
消
防
隊
連
合
会
に
も
所

属
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

当社の最近の代表製品例

作
成
し
ま
し
た
。

　
市
及
び
消
防
局
が
運
用
し
て
い

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
と

掲
載
し
、
消
防
局
採
用
説
明
会
時

の
資
料
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

　
羽
曳
野
市
学
園
前
３
丁
目
２

番
１
号 

学
校
法
人
四
天
王
寺
学

園
四
天
王
寺
大
学
の
イ
ベ
ン
ト

等
を
企
画
運
営
す
る
学
生
運
営

委
員
会
に
所
属
す
る
女
子
学
生

３
名
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　東大阪市消防局では昨夏、日本郵便株式会社が発行する暑中・残暑見
舞いはがき「かもめ～る」を活用した熱中症予防の広報企画を実施したこと
に加え、令和2年の年賀はがきを活用した火災予防啓発なども実施しました。
　この企画は、趣旨に賛同した企業・団体の負担で日本郵便株式会社が
はがきを発送する仕組みで、はがきの裏面に東大阪市消防局から熱中症予
防、火災予防、救急車の適正利用の情報を、はがきの表面に協賛した企業・
団体からのお知らせ等を掲載したもので、消防局・郵便局・協賛企業との３
者連携による取組みです。　　　　　　　　　　（はがき裏面デザイン）

https://www.city.higashiosaka.lg.jp/pr/category/25-7-0-0-0.html

東大阪市ウェブサイト
「魅力発信」－「東大阪を動画で紹介」で視聴できます。

QRコードで
簡単アクセス↓

消
防
局
の
Ｐ
Ｒ
動
画
完
成
！

消
防
局
の
Ｐ
Ｒ
動
画
完
成
！

林野火災訓練を実施しました

郵便局とのコラボレーション

　寒さの続く２月末に、生駒山において山火事に備えた大規模な
林野火災訓練が行われました。

1 目　　的　山林内で発生する火災に対し、迅速かつ的確な警防
活動を展開するため、実災害に即した訓練を実施し、
部隊運用と消火技術の習熟を行うとともに、市民の
防火意識の高揚に資することを目的とする。

2 日　　時　令和２年２月28日㈮ 10時00分から12時00分まで
3 場　　所　上四条町1852　客坊谷ハイキングコース付近
4 訓練参加者　訓練実施者　計132名（うち西消防署 36名）

　西防火協力会では新会員を募集しております。別紙チラシを
お知り合い企業様などにお渡しいただきご紹介ください。
　その際、裏面紹介者欄に、どなたからの紹介かわかるよう、
ご自分の会社印などを押印しておいてください。

西防火協会
会 員 募 集

幸
い
、
自
衛
消
防
隊
が
実
際
に
活
動

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年

３
月
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
火

災
を
想
定
し
た
全
社
防
災
訓
練
を
、

そ
し
て
11
月
に
は
津
波
防
災
の
日
の

緊
急
地
震
速
報
を
利
用
し
た
全
社
防

災
訓
練
を
実
施
し
、
そ
の
際
に
自
衛

消
防
隊
の
放
水
訓
練
等
を
定
期
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
年
１

回
の
消
防
操
法
競
技
大
会
へ
の
出
場

を
通
じ
て
、
技
能
向
上
を
図
る
と
共

に
、
新
入
社
員
の
消
防
訓
練
の
場
に

も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
防
火
体

制
の
維
持
向
上
を
常
日
頃
よ
り
図
っ

両
や
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
車
両
を
送
り
出

し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
実
績
で
は
、こ
の
徳
庵
工
場

で
約
400
両
の
電
車
を
製
造
し
、代
表
的

な
も
の
と
し
て
、近
く
で
は
大
阪
環
状

線
向
け
電
車
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の

東
京
へ
は
地
下
鉄
日
比
谷
線
向
け
電

車
、そ
し
て
海
外
へ
は
２
０
２
２
年
に

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
が
開
催

さ
れ
る
中
東
カ
タ
ー
ル
国
の
ド
ー
ハ

メ
ト
ロ
用
電
車
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
新
た
な
100
年
を
目
指

し
て
、こ
こ
東
大
阪
に
て
、日
本
国
内

そ
し
て
海
外
へ
向
け
、熱
意
と
誠
意

を
持
っ
て
、高
い
技
術
力
と
確
か
な

品
質
で
、地
球
環
境
に
も
優
し
く
、そ

し
て
皆
様
に
快
適
な
移
動
空
間
を
提

供
す
る
鉄
道
車
両
造
り
を
通
じ
て
、

社
会
貢
献
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
自
然
災

害
の
甚
大
化
に
伴
い
、
現
状
の
体
制

だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
次
の
100
年
を
目
指
し
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定
、

更
に
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
１
０
０

０
へ
の
適
合
等
を
視
野
に
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
更
な
る
東
大
阪
市

西
消
防
署
管
内
の
火
災
予
防
の
徹
底

強
化
、
そ
し
て
地
域
社
会
の
防
災
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

↓2020年3月から営業を開始した近鉄特急 ひのとり

ロサンゼルス市内を走るライトレール車両↑

（3） （2）令和2年3月（第11号）西防火協力会だより 西防火協力会だより
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ガ
ス
と
い
っ
た
危
険
物
を

扱
い
ま
す
の
で
、
そ
の
災
害
防
止
達

成
の
た
め
に
防
火
協
力
会
の
部
会
で

あ
る
危
険
物
安
全
部
会
に
も
所
属
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
成
果
等
も
踏

ま
え
、
当
社
で
は
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
）
を
適
応
の
上
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
し
、
危
険
物
に
よ
る
災
害
防
止
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
防
火
に
つ
い
て
は
、
自
衛

消
防
隊
を
組
織
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
習
熟
な
ら
び
に
技
能
向
上
の
た

め
に
西
自
衛
消
防
隊
連
合
会
に
も
所

属
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

当社の最近の代表製品例

作
成
し
ま
し
た
。

　
市
及
び
消
防
局
が
運
用
し
て
い

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
と

掲
載
し
、
消
防
局
採
用
説
明
会
時

の
資
料
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

　
羽
曳
野
市
学
園
前
３
丁
目
２

番
１
号 

学
校
法
人
四
天
王
寺
学

園
四
天
王
寺
大
学
の
イ
ベ
ン
ト

等
を
企
画
運
営
す
る
学
生
運
営

委
員
会
に
所
属
す
る
女
子
学
生

３
名
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　東大阪市消防局では昨夏、日本郵便株式会社が発行する暑中・残暑見
舞いはがき「かもめ～る」を活用した熱中症予防の広報企画を実施したこと
に加え、令和2年の年賀はがきを活用した火災予防啓発なども実施しました。
　この企画は、趣旨に賛同した企業・団体の負担で日本郵便株式会社が
はがきを発送する仕組みで、はがきの裏面に東大阪市消防局から熱中症予
防、火災予防、救急車の適正利用の情報を、はがきの表面に協賛した企業・
団体からのお知らせ等を掲載したもので、消防局・郵便局・協賛企業との３
者連携による取組みです。　　　　　　　　　　（はがき裏面デザイン）

https://www.city.higashiosaka.lg.jp/pr/category/25-7-0-0-0.html

東大阪市ウェブサイト
「魅力発信」－「東大阪を動画で紹介」で視聴できます。

QRコードで
簡単アクセス↓

消
防
局
の
Ｐ
Ｒ
動
画
完
成
！

消
防
局
の
Ｐ
Ｒ
動
画
完
成
！

林野火災訓練を実施しました

郵便局とのコラボレーション

　寒さの続く２月末に、生駒山において山火事に備えた大規模な
林野火災訓練が行われました。

1 目　　的　山林内で発生する火災に対し、迅速かつ的確な警防
活動を展開するため、実災害に即した訓練を実施し、
部隊運用と消火技術の習熟を行うとともに、市民の
防火意識の高揚に資することを目的とする。

2 日　　時　令和２年２月28日㈮ 10時00分から12時00分まで
3 場　　所　上四条町1852　客坊谷ハイキングコース付近
4 訓練参加者　訓練実施者　計132名（うち西消防署 36名）

　西防火協力会では新会員を募集しております。別紙チラシを
お知り合い企業様などにお渡しいただきご紹介ください。
　その際、裏面紹介者欄に、どなたからの紹介かわかるよう、
ご自分の会社印などを押印しておいてください。

西防火協会
会 員 募 集

幸
い
、
自
衛
消
防
隊
が
実
際
に
活
動

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年

３
月
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
火

災
を
想
定
し
た
全
社
防
災
訓
練
を
、

そ
し
て
11
月
に
は
津
波
防
災
の
日
の

緊
急
地
震
速
報
を
利
用
し
た
全
社
防

災
訓
練
を
実
施
し
、
そ
の
際
に
自
衛

消
防
隊
の
放
水
訓
練
等
を
定
期
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
年
１

回
の
消
防
操
法
競
技
大
会
へ
の
出
場

を
通
じ
て
、
技
能
向
上
を
図
る
と
共

に
、
新
入
社
員
の
消
防
訓
練
の
場
に

も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
防
火
体

制
の
維
持
向
上
を
常
日
頃
よ
り
図
っ

両
や
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
車
両
を
送
り
出

し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
実
績
で
は
、こ
の
徳
庵
工
場

で
約
400
両
の
電
車
を
製
造
し
、代
表
的

な
も
の
と
し
て
、近
く
で
は
大
阪
環
状

線
向
け
電
車
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の

東
京
へ
は
地
下
鉄
日
比
谷
線
向
け
電

車
、そ
し
て
海
外
へ
は
２
０
２
２
年
に

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
が
開
催

さ
れ
る
中
東
カ
タ
ー
ル
国
の
ド
ー
ハ

メ
ト
ロ
用
電
車
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
新
た
な
100
年
を
目
指

し
て
、こ
こ
東
大
阪
に
て
、日
本
国
内

そ
し
て
海
外
へ
向
け
、熱
意
と
誠
意

を
持
っ
て
、高
い
技
術
力
と
確
か
な

品
質
で
、地
球
環
境
に
も
優
し
く
、そ

し
て
皆
様
に
快
適
な
移
動
空
間
を
提

供
す
る
鉄
道
車
両
造
り
を
通
じ
て
、

社
会
貢
献
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
自
然
災

害
の
甚
大
化
に
伴
い
、
現
状
の
体
制

だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
次
の
100
年
を
目
指
し
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定
、

更
に
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
１
０
０

０
へ
の
適
合
等
を
視
野
に
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
更
な
る
東
大
阪
市

西
消
防
署
管
内
の
火
災
予
防
の
徹
底

強
化
、
そ
し
て
地
域
社
会
の
防
災
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

↓2020年3月から営業を開始した近鉄特急 ひのとり

ロサンゼルス市内を走るライトレール車両↑

（3） （2）令和2年3月（第11号）西防火協力会だより 西防火協力会だより



低
圧
進
相

　コ
ン
デ
ン
サ
に
つ
い
て

低
圧
進
相

　コ
ン
デ
ン
サ
に
つ
い
て

令和二年度 防火防災管理講習日程

水
分
補
給
し

　 

暑
さ
を
避
け
よ
う！

・ 令和二年 新春恒例消防出初式
・ 令和元年度 東大阪市消防表彰式
・ わが社の防火（近畿車輛株式会社）
・ 郵便局とのコラボレーション
・ 文化財防火訓練の実施

・ 林野火災訓練
・ 消防局PR動画完成
・ 低圧進相コンデンサについて
・ 熱中症対策について
・ 防火防災管理講習のご案内

熱
中
症
は
予
防
が
大
切

西防火協力会
だより

西防火協力会
だより

2020.3月31日発行

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
火
災
の
特
徴

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
火
災
の
特
徴

な
ぜ
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
は
燃
え
る
の
か

な
ぜ
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
は
燃
え
る
の
か

避
難
・
誘
導
訓
練

避
難
・
誘
導
訓
練

発
火
さ
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト

発
火
さ
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト

・ 令和二年 新春恒例消防出初式
・ 令和元年度 東大阪市消防表彰式
・ わが社の防火（近畿車輛株式会社）
・ 郵便局とのコラボレーション
・ 文化財防火訓練の実施

・ 林野火災訓練
・ 消防局PR動画完成
・ 低圧進相コンデンサについて
・ 熱中症対策について
・ 防火防災管理講習のご案内

第11号

　

 

【
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
し
た
】

　
1
月
12
日（
日
）、
花
園
中
央
公
園

で
東
大
阪
市
消
防
出
初
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
令
和
に
な
っ
て
初
の
開
催
と
な
り
、

新
た
な
時
代
の
幕
開
け
に
相
応
し
い

素
晴
ら
し
い
出
初
式
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
毎
年
好
評
の
カ
ラ
ー

放
水
や
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
着
陸

も
予
定
通
り
行
わ
れ
、
ま
た
、
子
ど

も
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
に

も
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
消
防
局
で
は
昨
年
局
是
に
制
定
し

た「
市
民
生
活
の
安
全
確
保
」の
基
本

理
念
の
も
と
、
更
な
る
消
防
力
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、猛
暑
が
影
響
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
発

火
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。こ
の
低

圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
で
す
が
、３
相
200

Ｖ（
通
称
動
力
）の
モ
ー
タ
ー
を
使
用

し
た
機
器（
工
作
機
械
、業
務
用
冷
蔵

庫
、コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
等
）の
電
気
回

路
に
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、東
大

阪
市
は
町
工
場
が
多
い
た
め
低
圧
進

相
コ
ン
デ
ン
サ
を
使
用
し
て
い
る
事

業
所
は
相
当
あ
り
ま
す
。今
回
は
、低

圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
の
火
災
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

①
気
温
が
高
く
な
る
夏
場
に
多
く
発

生
す
る
。

②
電
気
機
器
の
使
用
中
よ
り
も
終
業

後
な
ど
電
気
機
器
を
使
用
せ
ず
に

回
路
に
通
電
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態

で
多
く
発
生
す
る
。こ
の
こ
と
に

よ
り
発
見
が
遅
れ
、延
焼
拡
大
す

る
危
険
が
高
い
。

③
内
部
に
絶
縁
油（
可
燃
性
）が
入
っ

て
い
る
た
め
激
し
く
火
炎
を
噴
出

す
る
場
合
が
あ
る
。

　
主
な
原
因
は
、「
経
年
劣
化
」で
す
。

特
に
昭
和
50
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た

も
の
は
、事
故
を
防
止
す
る
保
安
装
置

が
内
蔵
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。火
災
に
至

令
和
元
年
度 

東
大
阪
市
消
防
表
彰
式
（
西
地
区
消
防
表
彰
者
）

□
優
良
防
火
管
理
事
業
所

　
㈱
み
ず
ほ
銀
行 

東
大
阪
支
店

□
優
良
危
険
物
取
扱
事
業
所

　
㈱
フ
セ
ラ
シ

□
優
良
防
火
管
理
者
（
消
防
局
長
表
彰
）

　
野
々
村
光
博
（
井
藤
漢
方
製
薬
㈱
本
社
ビ
ル 

　
　
　
　
　
　
常
務
取
締
役 

経
営
管
理
本
部 

　
　
　
　
　
　
本
部
長
）

□
優
良
危
険
物
取
扱
者
（
消
防
局
長
表
彰
）

　
佐
野
嘉
則
（
山
本
光
学
㈱  

品
質
本
部 

　
　
　
　
　
　
品
質
保
証
課 

課
長
代
理
）

□
消
防
協
力
者
（
消
防
局
長
表
彰
）

　
藤
田
宗
男
（
西
防
火
協
力
会
常
任
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　《 

㈱

伸

光

商

会 

》

　
阪
口
　
保
（
西
防
火
協
力
会
常
任
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　《 

日
本
理
化
学
工
業
㈱ 

》  

　
小
泉
八
郎
（
西
防
火
協
力
会
常
任
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　《 

大

阪

銘

板

㈱ 

》

　
片
山
洋
一
（
西
防
火
協
力
会
危
険
物
安
全

　
　
　
　
　
　
　
部
会
幹
事
）

　
　
　
　
　
　
　《 

ヒ
ヨ
コ
ペ
イ
ン
ト
㈱ 

》

　
溝
口
哲
郎
（
西
防
火
協
力
会
危
険
物
安
全

　
　
　
　
　
　
　
部
会
幹
事
）

　
　
　
　
　
　
　《 

溝
口
茂
商
事
㈱ 

》

　
山
下
小
夜
子
（
八
戸
ノ
里
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
書
記
）

　
斎
藤
秋
子
（
八
戸
ノ
里
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
書
記
）

青
山
範
子
（
八
戸
ノ
里
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
会
員
）

　
駒
井
素
子
（
森
河
内
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
副
会
長
）

　
３
月
の
消
防
記
念
日
の
行
事
と
し

て
、
火
災
予
防
な
ど
の
功
労
が
認
め

ら
れ
る
個
人
、
団
体
を
表
彰
す
る
と

共
に
、
消
防
職
員
・
団
員
を
賞
し
て

士
気
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
消

防
表
彰
式
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
３
月
１
日（
日
）に
消
防

局
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
東
大
阪
市
消
防
表
彰

式
が
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
に
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
西
消
防
署
管
内
の
表
彰

事
業
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
二
年 

消
防
出
初
式

編
集
後
記

※受講案内及び申込用紙は一般財団法人日本防火・防災協会のホームページからダウンロードするか、東大阪市内の各消防署（東消防署・中消防署・西消防署）に置いております。　
※申し込みについては、一般財団法人大阪府消防防災協会へFAX送信または窓口への持参による申し込みとなります。
※申請期間内であっても、定員に達し次第、締め切ります。

講習会種別 講 習 月 日 申 請 期 間 募集人数受　講　料 講 習 会 場

甲種乙種併催

防火管理新規講習

甲種乙種併催
防火管理新規講習

甲種
防火管理（再）講習

6月23日㈫・24日㈬ 5月12日㈫～5月19日㈫

東大阪市
文化創造館

8,000円
7,000円 100人

99人

99人

99人

99人

令和2年

3月25日㈭・26日㈮
令和3年 令和3年

（乙種）
（甲種）

8月20日㈭・21日㈮ 7月 9日㈭～7月16日㈭ 8,000円
7,000円

（乙種）
（甲種）

10月27日㈫ 9月15日㈫～9月22日㈫ 7,000円

12月17日㈭・18日㈮ 11月 5日㈭～11月12日㈭ 8,000円
7,000円

（乙種）
（甲種）

防火防災管理新規講習 2月 9日㈫～2月16日㈫ 10,000円

　今
回
は
、
2
月
を
中
心
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
猛
威
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
延

期
や
中
止
に
な
り
小
生
も
原
稿
に
事
欠
き
、

皆
様
に
は
読
み
づ
ら
い
内
容
に
な
っ
て
し

ま
い
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
近
畿
車
両
㈱
様

か
ら
の
「
わ
が
社
の
防
火
」
に
は
、
目
新

し
い
記
事
に
な
っ
た
か
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　取
材
中
に
、
あ
る
職
員
か
ら
食
糧
危

機
の
解
決
に
昆
虫
類
を
食
材
に
す
る

「
昆
虫
食
」
に
つ
い
て
、
耳
に
し
ま
し
た

の
で
少
し
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　国
連
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
）
が

2
0
1
3
年
に
世
界
の
食
糧
危
機
の
解

決
策
と
し
て
取
上
げ
て
以
来
、
本
市
の

東
大
阪
大
学
短
期
大
学
部
松
井
欣
也
教

授
が
災
害
時
に
お
け
る
栄
養
管
理
と
し

て
昆
虫
食
の
可
能
性
を
唱
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　パ
ン
な
ど
の
非
常
食
だ
け
で
は
、
ビ
タ

ミ
ン
や
た
ん
ぱ
く
質
が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
問
題
点
か
ら
、
高
た
ん
ぱ
く
で
他
の

栄
養
素
も
摂
れ
る
昆
虫
を
利
用
で
き
な

い
か
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
折
、

テ
レ
ビ
で
も
昆
虫
食
を
取
り
上
げ
た
番

組
が
あ
り
、
素
人
の
若
い
女
性
の
方
が
、

ヘ
ラ
ク
レ
ス
と
い
う
カ
ブ
ト
ム
シ
を
火
で
あ

ぶ
っ
て
さ
も
お
い
し
そ
う
に
食
し
て
い
ま

し
た
。

　近
い
将
来
の
人
口
増
に
よ
る
食
の
危

機
に
対
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
取

組
ま
れ
て
い
る
の
だ
な
あ
と
感
心
し
た

次
第
で
す
。

　現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
近
々
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
こ
の

「
防
火
協
力
会
だ
よ
り
」
も
そ
れ
に
ア
ッ

プ
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と
、
淡
い

期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　そ
れ
で
は
、
お
身
体
に
お
気
を
つ
け
ら

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
編
集
後
記
と

し
ま
す
。

　
熱
中
症
は
、
症
状
が
重
く
な
る
と

命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
病
気
で
す

が
、
適
切
な
予
防
を
す
れ
ば
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
熱
中
症
の
予
防
に

は
、「
水
分
補
給
」
と
「
暑
さ
を
避
け

る
こ
と
」が
大
切
で
す
！

　

 

熱
中
症
の
予
防
法

【
水
分
・
塩
分
補
給
】

　
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
を
補
給
し

ま
し
ょ
う
。

【
体
調
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
】

　
こ
ま
め
に
体
温
を
測
定
し
ま
し
ょ

う
。
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速
乾
の

衣
服
を
着
用
し
た
り
、
保
冷
剤
、
氷
、

冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
を
利
用
し
体
を

冷
却
し
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
に
な
り
に
く
い
室
内
環
境
】

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た
温
度

調
整
を
し
て
室
温
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
ま
め
な
換
気
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
、

す
だ
れ
、
打
ち
水
な
ど
を
利
用
し
、
熱

中
症
に
な
り
に
く
い
環
境
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

【
外
出
時
の
準
備
】

　
日
傘
や
帽
子
を
利
用
し
た
り
、
通

気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速
乾
の
衣
服
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、日
陰
を
利

用
し
、こ
ま

め
な
水
分
補

給
と
休
憩
を

と
り
ま
し
ょ

う
。

水
分
補
給
し

　 

暑
さ
を
避
け
よ
う！

熱
中
症
は
予
防
が
大
切

る
経
過
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
経
年
劣
化
し
て

い
た
も
の
が
高

い
気
温
等
で
よ

り
劣
化
が
進
み
、

絶
縁
不
良
を
起

こ
す
。

②
内
部
の
温
度
が

上
昇
し
絶
縁
油
が
気
化
、内
圧
が

上
が
り
容
器
が
破
損
す
る
。

③
破
損
に
伴
い
内
部
で
発
生
し
た
電

気
火
花
が
噴
出
し
た
絶
縁
油（
気

体
）に
着
火
す
る
。

④
激
し
く
炎
を
噴
き
周
辺
に
延
焼
す
る
。

　
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
は
、東
大
阪

市
内
で
多
く
の
事
業
所
が
使
っ
て
い

ま
す
。工
場
な
ど
で
低
圧
進
相
コ
ン
デ

ン
サ
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、次
の

点
に
つ
い
て
注
意
し
て
く
だ
い
。

①
コ
ン
デ
ン
サ
に
変
形
や
液
漏
れ
、

異
臭
が
す
る
な
ど
の
異
常
を
感
じ

れ
ば
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
て
手
元

開
閉
器
や
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
。

②
昭
和
50
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た
も

の
は
事
故
が
多
い
た
め
早
急
に
交

換
す
る
。

③
昭
和
50
年
以
降
に
製
造
さ
れ
た
も

の
で
も
定
期
的
に
点
検
し
交
換
す

る
。（
10
年
目
安
の
交
換
推
奨
）

④
工
作
機
械
な
ど
を
使
用
し
な
い
と

き
は
手
元
開
閉
器

や
ブ
レ
ー
カ
ー
で

電
気
を
切
り
、コ

ン
デ
ン
サ
に
通
電

さ
せ
た
ま
ま
放
置

し
な
い
。

【発　　行】
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